
開催年月 表題 氏名

2020年1月

　・健康危機管理と広報について

　・災害時の保健医療活動に関する取り組みと

　　災害時健康危機管理支援チーム（DHEAT）

　・災害時の生活衛生対策に関する取り組み

　・大阪市

　　健康局長　山口　浩明

　・寝屋川市

　　保健所長　宮園　将哉

　・大阪府　環境衛生課　水道生活排水グループ

　　主査　辻野　悦次

2019年1月
　・思いつくままに　～現役時代に学んだ事など～

　・健康医療行政をめぐる課題　～危機管理への対応を通じて～

　・前日本WHO協会　理事長

　　元大阪市長

　　元大阪市　環境保健局長

　　關　淳一

　・大阪府

　　健康医療部長　藤井　睦子

2018年2月

　・気をつけて！危険な外来生物ヒアリ

　　～ヒアリに遭遇したらどうする？～

　・ストップ・ザ・ヒアリ　～大阪における水際防除作戦～

　・住化エンバイロメンタルサイエンス株式会社

　　グループリーダー　佐藤　裕蔵

　・一般社団法人大阪ペストコントロール協会

　　副会長　曽谷　久嗣

2017年2月
　・生物剤（Biological　agents）とは　～バイオテロに備えて～

　・麻しん　～麻しん排除認定の維持のために～

　・大阪府立公衆衛生研究所

　　副所長兼感染症部長　久米田　裕子

　・大阪市保健所

　　南部保健医療監兼西成区役所医療主幹　吉田　英樹

2016年1月

　・健康危機管理事象における公衆衛生従事者の役割を考える

　　～茨城県神栖市の有機ヒ素中毒事案の経験から～

　・O26集団発生事例対応から

　・簡易水道からのクリプトスポリジウム検出事例

　・大阪府

　　健康医療部長　上家　和子

　・寝屋川保健所　地域保健課

　　主査　松尾　由美（感染症チームリーダー）

　・豊中市　健康福祉部　保健所　衛生管理課　生活衛生係

　　主幹兼生活衛生係長　中島　康勝

2015年2月

　・あなたを狙う感染症　～エボラを含む感染症の動向～

　・蚊やダニが媒介する感染症

　　～デング熱とSFTS（重症熱性血小板減少症候群）～

　・神戸市環境保健研究所

　　所長　飯島　義雄

　・大阪府立公衆衛生研究所　感染症部　ウイルス課

　　主任研究員　弓指　孝博

2014年3月

　・レジオネラ症の現状　～行政対応の難しさ～

　・現場からの報告「災害と防疫対応（自治体　PCOの現場力）」

　　・PCOの対応について

　　・自治体の対応について

　・大阪府立公衆衛生研究所　細菌課

　　主任研究員　勝川　千尋

　・（座長）大阪府　藤井寺保健所　環境衛生課長

　　公益財団法人大阪公衆衛生協会　生活環境部会　幹事

　　谷　眞

　　・一般財団法人大阪府ペストコントロール協会

　　　理事

　　・東大阪市保健所　環境薬務課

　　　門真市　環境事業部　環境対策課

　　　一般財団法人大阪府ペストコントロール協会　理事

2013年3月
　・違法ドラッグについて

　・大阪府のセアカゴケグモ対策について

　・大阪府立公衆衛生研究所　衛生化学部

　　薬事指導課長　沢辺　善之

　・大阪府　健康医療部　環境衛生課　生活環境グループ

　　総括主査　上澤　行成

2012年2月
　・食品中の残留農薬について

　・トコジラミについて

　・大阪府立公衆衛生研究所

　　衛生化学部長　尾花　裕孝

　・財団法人大阪防疫協会　第一事業部　技術開発室

　　係長　成　隆光

2011年1月
　・食品に含まれるアレルギー物質の検査方法について

　・食品のカビと住まいのカビについて

　・大阪府立公衆衛生研究所　衛生化学部　食品化学科

　　研究員　清田　恭平

　・大阪市立環境科学研究所　微生物保健担当

　　研究副主幹　濵田　信夫

2010年3月
　・水道水の安全性とおいしさについて　－大阪の水道水質について－

　・動物由来感染症とその対策　－中核市の立場から－

　・大阪府立公衆衛生研究所　衛生化学部

　　生活環境課長　足立　伸一

　・東大阪市保健所　食品衛生課

　　主幹　松田　健治

講演会　開催一覧



2009年2月
　・食中毒対策　－特にノロウイルス対策について－

　・最近の結核の現状について

　・大阪府　健康福祉部　食の安全推進課

　　主査　稲村　秀一

　・大阪府立公衆衛生研究所　感染症部　細菌課

　　主任研究員　田丸　亜貴


